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Ａ．研究目的 

 認知症の判断には，日常生活における行動

や行為の遂行の自立度が非常に重要な情報と

な る ． ま た ， 軽 度認 知 障 害 （ mild cognitive 

impairment：MCI）を有する高齢者においては，

必ずしも日常生活での活動能力や生活行為に支障が

生じるとは限らないが 1，請求書の支払や金銭管理，

内服薬の管理，家事や公共交通機関の利用といった

手段的な日常生活活動動作（activity of daily living：

ADL）で遂行が困難となることが懸念される． 

 IADLでは，基本的な ADLに比べて，より高次な

認知機能が求められるため，MCI高齢者およびMCI

のリスクを有する高齢者においては，認知機能の状

態が IADL 能力に影響するとされている 2．一方で，

IADLの遂行においては，認知機能以外の要因も影響

することが推察され，MCI高齢者および MCIのリス

クを有する高齢者の IADL 能力を維持・改善するた

めには，これらの多様な要因を考慮した対策が必要

となる． 

本研究では，MCIを有する高齢者および MCIの

ハイリスク高齢者を想定して，IADLに影響を及ぼす

認知機能以外の要因についての文献レビューを

探索的に行い，高齢期における IADL 能力の維持・

向上のための対策を講じるうえでの視点を提

示することを目的とした．  

 

Ｂ．研究方法  

１）MCI および MCI のリスクを有する地域在

住高齢者を対象として，IADL 能力に関連する

要因について，認知機能以外の側面から検証

している先行研究を探索的に調べた．  

 

２）先行研究で報告されている MCI および

MCI のリスクを有する地域在住高齢者におけ

る IADL 能力と関連する認知機能以外の要因

を抽出し，カテゴリ化した．  

 

Ｃ．研究結果 

１）MCI および MCI のリスクを有する地域在

住高齢者を対象とした先行研究のうち，認知機

能以外の要因と IADL 能力の関連を報告していた

14 件の文献が選定され，13 の潜在的な関連要因を

抽出した． 

 

２）抽出された 13の認知機能以外で IADL 能力と

関連する要因について，その類似性からカテゴリ

化し，「運動機能に関する要因」，「身体構造・機能に

関する要因」，「精神・心理的な要因」，「社会的要因」，

「個人要因」の 5つに分類した（図 1）． 

 

Ｄ．考察 

本研究では，MCIを有する高齢者および MCIのハ

イリスク高齢者を想定して，IADLに影響を及ぼす認

知機能以外の要因についての文献レビューを探索的

に行い，IADLに影響を及ぼす要因には認知機能以外

にも様々な要因が抽出され，「運動機能に関する要

因」，「身体構造・機能に関する要因」，「精神・心理的

な要因」，「社会的要因」，「個人要因」の 5 つに分類

する結果を示した． 

MCI 高齢者における IADL 動作に関しては，家庭内

での家事動作は概ね自立しており，セルフケア動作

が障害されることは少ない．一方で，電話や家電，

家財などの道具を必要とする高次な IADL では遂行

が困難となる報告が多く，複雑な認知能力が要求さ

研究要旨  

MCI高齢者およびMCIのリスクを有する高齢者においては、認知機能の状態が IADL能力に影響する。

本研究では、高齢期における IADL能力の維持・向上のための対策を講じるうえでの視点を提示すること

を目的に、軽度認知障害（mild cognitive impairment: MCI）を有する高齢者およびMCIのハイリスク

高齢者を想定して、IADLに影響を及ぼす認知機能以外の要因についての文献レビューを探索的に行った。

IADL に影響を及ぼす認知機能以外の要因として、13 の潜在的な関連要因を抽出された。抽出された 13

の認知機能以外で IADL能力と関連する要因について、その類似性から「運動機能に関する要因」、「身体

構造・機能に関する要因」、「精神・心理的な要因」、「社会的要因」、「個人要因」といった側面に含まれる

潜在的な要因が抽出された。 
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れる行為では困難さが生じ得る．これらの IADL

作そのものに対してのトレーニングを通じて，遂

行能力を高めることも必要であるが，IADL動作の低

下を抑制するために，IADLに影響を及ぼす要因を推

定し，それらの要因への対策を講じることも必要と

なる． 

本研究で分類した「運動機能に関する要因」，「身

体構造・機能に関する要因」，「精神・心理的な要因」，

「社会的要因」，「個人要因」の 5つのカテゴリには，

それぞれ「運動機能に関する要因」には，バランス

能力，歩行機能，「身体構造・機能に関する要因」に

は視力・聴力障害，フレイル，脳体積減少，「精神・

心理的な要因」にはうつ，意欲・活気の低下，睡眠障

害，「社会的要因」には社会交流の減少，生活空間の

狭小，「個人要因」には年齢，教育歴，慢性疾患の併

存が挙げられた．これらの要因には，年齢や教育歴

などの高齢期に以降においては不可変な要因も含ま

れるが，可変可能な要因や予防によるリスクの軽減

を図ることが可能な要因も少なくない．MCI を有す

る高齢者および MCI のハイリスク高齢者における

IADL動作のトレーニングに加えて，本研究で示唆さ

れた可変要因に対する改善策やMCIのリスクを生じ

る以前からこれらの要因の低下に対する予防策を講

じることは，IADL能力の維持に寄与すると考えられ

る． 

 

Ｅ．結論 

 MCI を有する高齢者および MCI のハイリス

ク高齢者を想定して，IADL に影響を及ぼす認

知機能以外の要因についての文献レビューを

探索的に行い，高齢期における IADL 能力の維

持・向上のための対策を講じるうえでの視点

を提示した．IADL に影響を及ぼす認知機能以

外の要因には，「運動機能に関する要因」，「身

体構造・機能に関する要因」，「精神・心理的な

要因」，「社会的要因」，「個人要因」といった側

面に含まれる潜在的な要因が抽出され，MCI

高齢者における IADL 能力の維持・向上を図る

うえでは，認知機能以外の支援や介入が可能

な可変要因については，積極的な評価や対策

を講じる必要がある．  

 

 

Ｆ．研究発表  

１．論文発表 

 なし 

 

２．学会発表 

 なし 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 

 なし 
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